
個票

歯科健康教育 健康推進課 163

熱中症予防対策（保健所） 青戸保健センター 159

健康相談窓口 地域保健課 162

地域保健課 161

健康推進課 168

親と子の食育推進事業 健康推進課 165

栄養指導事業

国民健康・栄養調査 健康推進課 167

食育月間等普及啓発 健康推進課 166

薬物乱用防止啓発 地域保健課 156

かつしかの元気食堂推進事業 健康推進課 164

衛生統計調査事務 地域保健課 160

健康医療推進協議会 地域保健課 158

区民健康づくり支援 健康推進課 157

保健所管理運営

区民保養施設提供事業 地域振興課 154

熱中症予防対策事業（高齢者） 高齢者支援課 155

頁所管課事務事業名

副題

施策番号 0201 施策名 健康づくり

区民の健康づくりを支援し、健康寿命を延ばします
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個票

担当課

一般 2 3 5
②間接額(千円) 0

事務事業名
担当部

関係課 決算状況 活動指標

R5

予算説明書（会計、款、項、目、説明等）

内訳 R3 R4 R5
事業内容

単位 R3 R4

　民間の旅行業者を活用して旅館・ホテルの一部
客室を確保し、区民に安価で提供する。
　利用申込受付業務について、旅行業者に委託し
ている。はがき申込（公開抽選）のほか、空室に
ついては電話申込も受け付けており、土・日・祝
日を問わず、また、来庁することなく手続きが可
能である。利用料金は現地での支払いである。
　令和５年度区民借上保養施設の内容は、借上施
設数12施設（借上部屋数20室・定員105名）、利用
料金はランク・人数別料金制をとっている。
（例：３人利用で休前日8,000円から11,000円）

1
地域振興課

81.4 91.7部屋稼働率 % 55.1

区民保養施設提供事
業

地域振興部
―

サービス提供回数

①執行額(千円)

81,614 82,515 83,449

2,280 3,160 3,080

総コスト（①＋②＋③）

決算
79,355 80,369

0 0
79,334

③人件費
業務量(人) 0.30 0.40 0.40

5,940室 4,025 6,713
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（内訳）民間事業所 箇所 91 93 87

62箇所 60 59
総コスト（①＋②＋③）

決算
575 744

0 0
336

③人件費
業務量(人) 0.25 0.25 0.25

2,236 2,550 2,669

1,900 1,975 1,925【一時涼み所の開設】
　猛暑時の一時的な避難・休憩場所とすることが
できる一時涼み所を、総合庁舎や地区センターな
どの公共施設をはじめ、区内の民間事業所に設置
し、高齢者の熱中症を予防する。
(開設期間：令和2年度・3年度は7月1日から9月30
日まで、令和4年度からは5月1日から9月30日ま
で）

【高齢者に対する予防支援活動】
・熱中症予防の注意喚起チラシを一時涼み所の協
力店舗へ配布し、熱中症とその予防のための知識
を普及・啓発する。
・配食サービス事業利用者への配食時や70歳到達
者に対するくつろぎ入浴事業の案内書の郵送時に
チラシの同封、庁舎内の福祉総合窓口やシニア活
動支援センター及び高齢者総合相談センターの窓
口でもチラシを配布し、「のどが渇く前に水分を
取るように」等の注意喚起を行う。

６(10)
高齢者支援課

155 146一時涼み所設置箇所数 箇所 151

熱中症予防対策事業
（高齢者）

福祉部
―

（内訳）公共施設

①執行額(千円)

R5

予算説明書（会計、款、項、目、説明等）

内訳 R3 R4 R5
事業内容

単位 R3 R4

担当課

一般 4 2 1
②間接額(千円) 0

事務事業名
担当部

関係課 決算状況 活動指標

個票

-155-



子どもまつり等の街頭啓発活動
数

回 1 3 2

920件 437 1,060
総コスト（①＋②＋③）

決算
202 201

0 0
232

③人件費
業務量(人) 0.23 0.23 0.23

1,876 1,919 1,972

1,644 1,717 1,771

　麻薬・覚せい剤等薬物の乱用防止に関する区民
向け啓発活動を、薬物乱用防止指導員と連携して
実施
①地区協議会定例会の開催（年４～５回）
②地区協議会研修会の開催（年１回）
③区内中学校から薬物乱用防止ポスター・標語の
作品募集（年１回）
④薬物乱用防止ポスター・標語表彰式の開催（年
１回）
⑤区主催、後援等のイベントでの街頭啓発活動

1(5)
地域保健課

35 35葛飾区民大会参加人数 人 35
薬物乱用防止啓発

健康部
―

薬物乱用防止ポスター・標語応
募数

①執行額(千円)

R5

予算説明書（会計、款、項、目、説明等）

内訳 R3 R4 R5
事業内容

単位 R3 R4

担当課

一般 5 1 1
②間接額(千円) 0

事務事業名
担当部

関係課 決算状況 活動指標

個票
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個票

担当課

一般 5 1 1
②間接額(千円) 886

事務事業名
担当部

関係課 決算状況 活動指標

R5

予算説明書（会計、款、項、目、説明等）

内訳 R3 R4 R5
事業内容

単位 R3 R4

まちかど健康相談参加者数

①執行額(千円)

20

43,218 46,008 43,298

41,326 43,786 42,048

自主グループ活動支援

グ
ル
ー

プ

20

健康課題に応じた健康講座の開
催

回 21 37 58

総コスト（①＋②＋③）

1(6)
健康推進課

224 234健康大学受講者数 人 162

①グループ健康づくり支援
・健康講座・出張健康講座は基本的な感染予防対策を
しながら実施した。
・区民の健康づくりを目的とした地域健康づくり講演
会（2回実施）
・地域の自主グループ、町会や高齢者支援団体等の既
存の組織団体に対する健康づくりに対する支援等への
支援(20グループへ支援)
②「健康づくり推進員」との協働事業の実施としてか
つしか健康食育フェアを2年ぶりに対面で実施
③健康大学・まちかど健康相談等(健康大学は対面で全
5日間実施したほか、土曜夜間にお笑い健康講座を実
施。まちかど健康相談は「フレイル予防」の共通テー
マをもって実施した。
④ウォーキングマップの作成・ウォーキング大会の実
施（R５はマップの配布のみ）

決算
1,297 1,250

925 0
1,006

③人件費
業務量(人) 5.53 5.59 5.52

区民健康づくり支援
健康部 保健センター、

生涯スポーツ課

11

ウォーキングマップを活用した
ウォーキングイベント参加者数

人 0 0 0

1,068人 500 1,143
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個票

担当課

一般 5 1 1
②間接額(千円) 0

事務事業名
担当部

関係課 決算状況 活動指標

R5

予算説明書（会計、款、項、目、説明等）

内訳 R3 R4 R5
事業内容

単位 R3 R4

　保健医療問題や望ましい地域医療、地域保健の
あり方などについて協議し、具体的施策に反映さ
せるための協議会の運営

1(9)
地域保健課

2 2会議開催回数 回 2
健康医療推進協議会

健康部
―

①執行額(千円)

1,363 1,406 1,373

1,140 1,185 1,155

総コスト（①＋②＋③）

決算
221 218

0 0
223

③人件費
業務量(人) 0.15 0.15 0.15
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個票

担当課

一般 5 1 1
②間接額(千円) 0

事務事業名
担当部

関係課 決算状況 活動指標

R5

予算説明書（会計、款、項、目、説明等）

内訳 R3 R4 R5
事業内容

単位 R3 R4

１　健康講座・健康教育
　①地域への健康教育 38回810人
　②保健所事業での健康教育 261回4,473人
　③自治町会連合会・地区民協健康教育3回465人
２　予防啓発
　①広報紙・かつしかFM等による啓発活動
　②ポスター 1,700枚掲示、チラシ 43,000枚配布
　③ハイリスク者に対する予防支援活動
（訪問897件、面接1,427件、電話相談5,261件、関
係機関連絡4,070件、その他212件）
　④横断幕設置（葛飾区役所 1か所）
３　ミストシャワー（健康プラザかつしか)

1(11)
青戸保健センター

234 302保健所事業での健康教育回数 回 84

熱中症予防対策
（保健所）

健康部 地域保健
課

ハイリスク者への予防支援件数

①執行額(千円)

5,826 6,087 4,543

総コスト（①＋②＋③）

決算
531 399

0 0
512

③人件費
業務量(人) 0.77 0.78 0.59

6,338 6,618 4,942
14,500件 17,910 11,867
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個票

一般 5 1 1
②間接額(千円) 0

　国からの委託などに基づいた、人口動態調査等
の統計調査。
　保健衛生行政推進の基礎資料となる。

衛生統計調査事務

5,362

決算状況 活動指標

総コスト（①＋②＋③） 6,162 5,286

0.65 0.65

担当課

R5

予算説明書（会計、款、項、目、説明等）

内訳 R3 R4 R5
事業内容

単位 R3 R4

事務事業名
担当部

関係課

2
地域保健課

17,423 12,761延べ調査件数 件 11,230

健康部
―

①執行額(千円)
決算

1,027 761
0

4,940 5,135 4,525

0
422

③人件費
業務量(人) 0.65
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135,376人 124,600 113,505
総コスト（①＋②＋③）

決算
98,788 82,095

0 2,708
89,437

③人件費
業務量(人) 1.58 1.58 1.58

100,717 110,570 96,561

11,280 11,782 11,758　保健所・保健センター庁舎等の管理運営を行
う。
①庁舎等管理運営業務（委託）
　庁舎清掃　毎日　樹木剪定　年１～２回
　夜間警備　毎日
　害虫駆除　室内年２回、樹木年１～２回
　ごみ処理等　随時
②設備保守業務（委託）
　冷暖房設備保守　　給排水設備保守
　変電施設保守　　　自動ドア保守
　エレベーター保守　消防設備保守
③各種修繕業務　施設及び備品関連修繕（委託）
④車両管理業務（６台）
　車両整備及び定期整備（委託）

1(1)
地域保健課

5,829 5,829施設面積 ㎡ 5,829
保健所管理運営

健康部
―

年間利用人数

①執行額(千円)

R5

予算説明書（会計、款、項、目、説明等）

内訳 R3 R4 R5
事業内容

単位 R3 R4

担当課

一般 5 1 2
②間接額(千円) 0

事務事業名
担当部

関係課 決算状況 活動指標

個票
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個票

担当課

一般 5 1 2
②間接額(千円) 0

事務事業名
担当部

関係課 決算状況 活動指標

R5

予算説明書（会計、款、項、目、説明等）

内訳 R3 R4 R5
事業内容

単位 R3 R4

【概要】
　健康相談に対応するためのコールセンター運営を事
業者に委託し、区民からの心身の健康や疾病等に関す
る電話相談を専門職（医師、看護師、保健師等）が受
け、必要な助言や指導、情報提供等を行うことで区民
の健康問題の解決を支援する。
【実施方法】
　①受付・時間
　　月曜日から金曜日（祝日・年末年始を除く）
　　午前８時30分　から午後８時まで
　②相談方法
　　電話による相談
  ③相談内容によっては、保健センターの保健師が必
　要に応じて訪問し、支援を行う。

1(9)
地域保健課

2,009 2,304相談件数 件 2,293
健康相談窓口

健康部
―

①執行額(千円)

10,488 10,613 10,547

456 474 515

総コスト（①＋②＋③）

決算
10,139 10,032

0 0
10,032

③人件費
業務量(人) 0.06 0.06 0.07
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総コスト（①＋②＋③）

決算
116 116

0 0
70

③人件費
業務量(人) 0.24 0.24 0.24

1,894 2,012 1,964

1,824 1,896 1,848【概要】
　むし歯や歯周病等の歯科疾患の予防や、噛むこ
と飲み込むことなどの口腔機能の維持に関し、区
民の年齢や状況に応じた健康教育および健康相談
を行う。
【活動内容】
①健康教育（所内）
 各保健センターにて常勤歯科医師・歯科衛生士が
実施する。（歯周病予防教室、各健康教室等）
②健康教育（所外）
 児童館や福祉施設等にて常勤歯科衛生士が実施す
る。（各施設の依頼により訪問）
③健康相談
 来所や電話等にて常勤歯科医師・歯科衛生士が随
時個別対応する。

2(1)
健康推進課

560 656健康教育参加者数 人 183
歯科健康教育

健康部
―

①執行額(千円)

R5

予算説明書（会計、款、項、目、説明等）

内訳 R3 R4 R5
事業内容

単位 R3 R4

担当課

一般 5 1 3
②間接額(千円) 0

事務事業名
担当部

関係課 決算状況 活動指標

個票
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かつしかの元気な食　応援店
（旧　食育サポート店）数

店 273 267 258

改定― 改定 評価
総コスト（①＋②＋③）

決算
3,722 3,797

611 635
3,871

③人件費
業務量(人) 1.02 1.24 1.47

12,234 14,129 14,551

7,752 9,796 10,119
【概要】
　健康づくりの観点から外食の食環境をより一層
整備するため、栄養バランスの整った食事と健康
情報を提供する「かつしかの元気がでる食堂」、
健康的な食事の量や味付けなどが選択できる「わ
たしの街のえらべる食堂」、一定量の野菜を使用
した料理がある「プラス一皿の野菜料理があるお
店」のほか「かつしかの元気なお弁当、おそうざ
い店」を「かつしかの元気食堂」として認定し、
PRする。また、「かつしかの元気食堂」を広くPR
するために食育ボランティアの育成を進める。

【活動内容】
①「かつしかの元気食堂」認定、更新
② ヘルシーメニューの作成・配布、販売会の実
施
③ 店舗情報を広報とホームページに掲載
④ 元気食堂事業ＰＲのためオンラインクイズを
実施
⑤ 食育ボランティアの定期的な連絡
⑥「かつしか知っ得メモ」の作成と普及
⑦　かつしかの元気な食　応援店(かつしか知っ
得メモ設置店）の登録

1(1)
健康推進課

実施 実施かつしかの元気食堂協議会 ― 実施

かつしかの元気食堂
推進事業

健康部 保健セン
ター

ガイドラインの評価・改定

①執行額(千円)

R5

予算説明書（会計、款、項、目、説明等）

内訳 R3 R4 R5
事業内容

単位 R3 R4

担当課

一般 5 2 3
②間接額(千円) 611

事務事業名
担当部

関係課 決算状況 活動指標

個票
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指導媒体貸し出し回数 回 203 188 216

188回 203 216
総コスト（①＋②＋③）

決算
505 507
123 127

490

③人件費
業務量(人) 0.44 0.47 0.38

3,834 4,341 3,440

3,344 3,713 2,806

親子向け食育教材の配布 人 3,205 3,060 3,058

【概要】
　家庭及び保育園等での食育推進を目的に、保護
者や園児への食育の取組支援として、食育教材の
提供や指導媒体の貸し出し等を行う。
【活動内容等】
①家庭に向けた取組み
 ３歳児健診の来所者に、食事バランスガイド等の
資料や親子で一緒に取組む食育教材を配布し、家
庭での食育を推進する。
②保育園等食育指導者に向けた取組み
 幼児向け食事バランスガイド等を利用した園児へ
の指導方法についてマニュアルを作成・配布し、
食育指導者を支援する。
③保育園等の園児に向けた取組
 保育園等へ幼児向け食事バランスガイドコマ等の
指導媒体の貸し出しや料理シールなどの指導教材
を提供し、保育園等での園児の食育を推進する。

1(2)
健康推進課

3,092 2,642幼児向け教室参加人数 人 2,931

親と子の食育推進事
業

健康部 保健センタ-
、保育課

幼児向け教室実施回数

①執行額(千円)

R5

予算説明書（会計、款、項、目、説明等）

内訳 R3 R4 R5
事業内容

単位 R3 R4

担当課

一般 5 2 3
②間接額(千円) 0

事務事業名
担当部

関係課 決算状況 活動指標

個票
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食育コンテンツ更新回数 回 81 86 54

3回 1 4
総コスト（①＋②＋③）

決算
356 165

0 0
331

③人件費
業務量(人) 0.14 0.22 0.25

1,395 2,094 1,850

1,064 1,738 1,685

啓発チラシ配布数 枚 27,500 27,000 107,500

【概要】
　食育月間や各種イベントなどで食育に関する情
報を発信し、理解と取組を促すことを目的に実施
する。
【活動内容等】
①６月の食育月間に、区民ホールや中央図書館で
パネル等の展示を行うとともに、広報紙やかつし
かFMで食育に関する事業や月間の取組等を紹介す
る。
②健康づくり健診通知に食育啓発ちらしを同封す
る。
胃内視鏡検診受診勧奨通知、特定保健指導利用勧
奨通知封筒の裏面に啓発内容を掲載する。乳が
ん・子宮頸がん検診勧奨通知にＨＰの食育啓発
ページを案内するQRコードを掲載する。
③ホームページで食育に関する情報を発信する。
④健康食育フェアを食育推進ネットワークと共催
する。

1(3)
健康推進課

― 970イベント参加者数 人 ―
食育月間等普及啓発

健康部 保健セン
ター

パネル展等実施回数

①執行額(千円)

R5

予算説明書（会計、款、項、目、説明等）

内訳 R3 R4 R5
事業内容

単位 R3 R4

担当課

一般 5 2 3
②間接額(千円) 0

事務事業名
担当部

関係課 決算状況 活動指標

個票

-166-



総コスト（①＋②＋③）

決算
0 212
0 0

0

③人件費
業務量(人) 0.38 0.36 0.28

2,888 2,844 2,344

2,888 2,844 2,132
　健康増進法により、国民の身体状況・栄養摂取
量及び生活習慣の状況を明らかにし、国民の健康
増進の総合的な推進を図るための基礎資料を得る
ために実施する。任意に定めた11月中の1日に、医
師、管理栄養士、保健師等が、身体状況調査、栄
養摂取状況調査、生活習慣調査を行う。調査世帯
には、調査結果をもとに食生活改善のきっかけと
する。R3年度は国が新型コロナウイルス感染症の
感染拡大防止のため実施せず。R4は区が調査に該
当せず。
　R5は1地区21世帯が調査対象に該当し、5世帯、7
人の協力があった。

4(1)
健康推進課

― 27延べ調査実施数 件 ―
国民健康・栄養調査

健康部 保健セン
ター

①執行額(千円)

R5

予算説明書（会計、款、項、目、説明等）

内訳 R3 R4 R5
事業内容

単位 R3 R4

担当課

一般 5 2 3
②間接額(千円) 0

事務事業名
担当部

関係課 決算状況 活動指標

個票
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個票

担当課

一般 5 2 3
②間接額(千円) 0

事務事業名
担当部

関係課 決算状況 活動指標

R5

予算説明書（会計、款、項、目、説明等）

内訳 R3 R4 R5
事業内容

単位 R3 R4

【概要】
　生活習慣病予防や健康増進を目的に、食生活の改善
について栄養講習会や個別相談を実施する。また、給
食施設の喫食者の健康増進を図るため、給食施設の栄
養管理者等に講習会等を行う。
【活動内容】
　広報かつしかや区ホームページでの情報提供、町会
等の依頼による講師派遣、個人に対する食生活相談等
の栄養指導を実施する。
　栄養管理報告書受理、施設巡回、施設電話等の給食
施設指導、給食施設栄養士等への講習会及び連絡会を
実施する。コロナ禍以降のオンラインの活用を併用
し、状況に応じた効率的な方法で実施した。

4(2)
健康推進課

503 442栄養指導実施回数 回 665
栄養指導事業

健康部 保健セン
ター

給食施設指導実施件数

①執行額(千円)

13,342 14,995 10,814

12,768 14,299 10,155

総コスト（①＋②＋③）

決算
634 595
62 64

574

③人件費
業務量(人) 1.68 1.81 1.35

877件 889 857
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個票

医療観察制度 保健予防課 174

自殺対策事業 保健予防課 173

自立支援医療（精神通院医療） 保健予防課 172

頁所管課事務事業名

精神保健教室 保健予防課 170

精神保健相談 保健予防課 171

副題

施策番号 0202 施策名 心の健康

心の健康づくりと、精神疾患・障害への支援を充実させます
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7回 3 10
総コスト（①＋②＋③）

決算
264 325

0 0
128

③人件費
業務量(人) 0.28 0.39 0.40

2,256 3,320 3,333

2,128 3,056 3,008【概要】
  区民がこころの健康に関心を持ち、精神的健康
の保持増進ができるよう、こころの健康づくりに
関する知識の普及・啓発を行う。
　また、精神障害者に対する誤解や偏見を取り除
き、精神障害者の社会復帰及び自立・社会参加に
対する地域住民の関心と理解を深めるため、講演
会の開催等による正しい知識の普及を図る。

【活動内容】
　精神保健講演会、精神障害者の家族を対象とし
た家族教室、思春期の発達等に関する思春期講演
会等を開催する。

5(1)
保健予防課

148 196
精神保健講演会・家族教室
参加者延人数

人 動画配信

精神保健教室
健康部 保健セン

ター

精神保健講演会・家族教室
開催回数

①執行額(千円)

R5

予算説明書（会計、款、項、目、説明等）

内訳 R3 R4 R5
事業内容

単位 R3 R4

担当課

一般 5 1 3
②間接額(千円) 0

事務事業名
担当部

関係課 決算状況 活動指標

個票
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個票

担当課

一般 5 1 3
②間接額(千円) 2,363

事務事業名
担当部

関係課 決算状況 活動指標

R5

予算説明書（会計、款、項、目、説明等）

内訳 R3 R4 R5
事業内容

単位 R3 R4

【概要】
　精神科医師による来所相談、保健師による家庭
訪問、面接相談及び電話相談等による相談を実施
する。
　精神疾患や精神障害のある方が医療を継続しな
がら地域で生活できるように、保健所・保健セン
ターでは、医療機関等の関係機関と連携し、医療
継続支援や生活支援を行う。

【活動内容】
①医師による相談　保健所・保健センターで月１
回から３回、予約により精神科医師による来所相
談（心の相談及び受診等）を実施。また、必要に
応じ医師と保健師による同行訪問を実施する。
②保健師による相談　保健所・保健センターで随
時、面接・電話・訪問による相談・指導や関係機
関と連携し保健指導を実施する。

5(8)
保健予防課

202 213医師による相談件数（延） 件 239
精神保健相談

健康部 保健セン
ター、

地域保健課

保健師による相談・指導件数
（延）

①執行額(千円)

40,098 39,371 37,125

37,562 37,017 34,699

総コスト（①＋②＋③）

決算
186 142

2,168 2,284
173

③人件費
業務量(人) 4.98 4.73 4.55

16,903件 19,539 19,105
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個票

担当課

一般 5 1 3
②間接額(千円) 0

事務事業名
担当部

関係課 決算状況 活動指標

R5

予算説明書（会計、款、項、目、説明等）

内訳 R3 R4 R5
事業内容

単位 R3 R4

【概要】
　障害者総合支援法に基づき、区内に居住する精
神障害のある方に対し、通院医療費を助成するた
めの事務を行う。
【活動内容】
　精神障害のある方が通院医療費助成を受けるた
めの支給認定申請書を受理し、審査のうえ東京都
へ進達する。東京都が審査決定した後、本人宛に
医療受給者証を発送する。

5(9)
保健予防課

16,514 17,535
自立支援医療費
受付総件数

件 16,034

自立支援医療（精神
通院医療）

健康部 保健セン
ター

（内訳）
　更新・変更など
　受付件数

①執行額(千円)

37,220 36,444 37,801

18,628 17,075 19,618

総コスト（①＋②＋③）

決算
17,211 18,183
2,158 0

18,592

③人件費
業務量(人) 2.54 2.50 2.90

（内訳）
　新規申請受付件数

件 996 1,046 1,037

15,468件 15,038 16,498
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個票

担当課

一般 5 1 3
②間接額(千円) 0

事務事業名
担当部

関係課 決算状況 活動指標

R5
予算説明書（会計、款、項、目、説明等）

内訳 R3 R4 R5
事業内容

単位 R3 R4

１　経常内容
　自殺予防についての正しい知識の普及と地域社
会や職場の環境づくりのため、講演会、リーフ
レット配布、キャンペーン実施等の啓発を行う。
自殺の危険性に周囲の人が気づき、適切に対処す
るため、相談体制の整備、関係機関の連携、ゲー
トキーパー研修等を行う。また、医療機関と連携
し、自殺未遂者の支援を行う。

２　自殺対策計画策定・推進
　自殺対策基本法に基づき、区においても令和元
年度に「葛飾区自殺対策計画」を策定した。
　令和２年度以降は、計画に基づき各施策を推進
するとともに、令和７年度以降の次期計画の策定
準備を進める。

5(10)
保健予防課

18.8 21.8
自殺死亡率
（人口10万対）

人口
10万
対

16.6
自殺対策事業

健康部 青戸・金町
保険セン

ター

講演会の参加者数

①執行額(千円)

7,732 7,527 8,920

6,914 6,615 7,777

総コスト（①＋②＋③）

決算
912 1,143

0 0
818

③人件費
業務量(人) 0.92 0.85 1.01

ゲートキーパー研修の受講者数 人 291 170 186

36人 0 57
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個票

担当課

― ― ― ―
②間接額(千円) 34

事務事業名
担当部

関係課 決算状況 活動指標

R5
予算説明書（会計、款、項、目、説明等）

内訳 R3 R4 R5
事業内容

単位 R3 R4

【概要】
（１）根拠:心神喪失等の状態で重大な他害行為
を行った者の医療及び観察等に関する法律（以下
「医療観察法」）
（２）概要:「医療観察法」に基づき、心神喪失
又は心神耗弱の状態で、殺人、放火、強盗、強
姦、強制わいせつ、傷害等の重大な他害行為を
行った人に対して適切な医療を提供し、社会復帰
を促進するための処遇支援を行う。
【活動内容】
（１）活動内容
　対象者は、指定入院医療機関に概ね18ヶ月程度
入院するが、症状の軽い場合は早期に退院するこ
ともある。入院中は「入院処遇ガイドライン」に
基づき「急性期」「回復期」「社会復帰期」の治
療期ごとの目標に基づいて治療を行い、概ね18ヶ
月以内での退院を目指す。治療評価会議は、治療
方針を協議する会議で、医師、看護師、臨床心理
技術者、精神保健福祉士等の多職種チームで構成
され、必要に応じて保健所職員、社会復帰調整官
等も参加する。
　通院後は、「通院前期」「通院中期」「通院後
期」の治療期ごとの目標に基づいて治療を行い、
原則３年以内に一般精神医療への移行を目指す。
治療方針は、保健所、地域の支援者、保護観察所
を中心とするケア会議で検討され、処遇の実施計
画等が作成さる。
（２）保健所の役割
　ケア会議やＣＰＡ(Care Programme Approach)
会議等に参加して対象者の処遇の実施計画の策定
や実施計画に基づいた処遇の実施、関係機関との
情報交換や連携等、対象者の円滑な社会復帰へ
様々な支援を行う。対象者が医療や社会復帰が継
続できるよう、医療観察制度が終了しても、精神
保健福祉法に基づき、支援を継続する。

―
保健予防課

13 11医療観察法の対象者 人 13
医療観察制度

健康部 青戸保健
センター

ＣＰＡ会議、ケア会議開催数

①執行額(千円)

4,290 5,787 5,537

4,256 5,717 5,467

総コスト（①＋②＋③）

決算
0 0

70 70
0

③人件費
業務量(人) 0.56 0.73 0.71

56回 39 46
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個票

特定健康診査追加検査 健康推進課 181

健康手帳 健康推進課 185

眼科健康診査事業 健康推進課 184

生活習慣病予防教室 健康推進課 182

成人歯科健康診査 健康推進課 183

特定健康診査・特定保健指導事業 国保年金課 176

 飾区基本健康診査 健康推進課 180

施設通所者健康診査事業（障害者） 健康推進課 177

健康づくり健康診査 健康推進課 178

骨粗しょう症検診 健康推進課 179

頁所管課事務事業名

副題

施策番号 0203 施策名 生活習慣病の予防

区民自らが健康管理し、生活習慣病を予防できるようにします
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個票

担当課

国保 5 1 1
②間接額(千円) 1,065

事務事業名
担当部

関係課 決算状況 活動指標

R5

予算説明書（会計、款、項、目、説明等）

内訳 R3 R4 R5
事業内容

単位 R3 R4

【概要】
　区内の医療機関（特定健康診査約180か所、特定
保健指導約80か所）に委託して実施。被保険者の
自己負担はない。
対象：40歳以上74歳以下の国民健康保険加入者

【実施内容】
（１）特定健康診査（６月～10月）
　メタボリックシンドローム及びその予備群に着
目し、国が定める健診項目（身長、体重、腹囲、
血圧、脂質、血糖など最大22項目）に加えて、区
独自に胸部エックス線等を実施。医師が健診結果
を説明するとともに生活習慣病予防のパンフレッ
トを渡す。対象者には５月末に受診券を送付す
る。
　受診勧奨ハガキの送付について、令和３年度
は、40歳から71歳を対象に、令和４年度は40歳到
達者、新規加入者、令和４年度未受診者に対して
送付している。令和５年度は、令和４年度未受診
者の40歳から74歳に対して送付している。
（２）特定保健指導（初回面接６月～翌年３月
末）
①医師等が初回面接し、話し合いのうえで行動目
標・行動計画を作成する。
②動機付け支援の場合は、被保険者が自主的に行
動計画に沿った取組を行い、積極的支援の場合
は、医師等が継続的に取組を支援する。
③医師等が指導開始から６か月後に、特定保健指
導の効果について最終評価する。

1 等
国保年金課

31,700 33,409
特定健康診査受診勧奨ハガキの
送付

通 48,956

特定健康診査・特定
保健指導事業

福祉部 健康推進
課

自治町会を通じた事業周知チラ
シ回覧

①執行額(千円)

8,776

444,198 422,462 402,892

11,780 11,060 16,170

特定健康診査未受診者及び特定
保健指導未利用者への電話勧奨

件 9,364 9,031

総コスト（①＋②＋③）

決算
411,402 386,722

0 0
431,353

③人件費
業務量(人) 1.55 1.40 2.10

特定保健指導未利用者へ利用勧
奨通知の送付

通 2,951 2,442 2,851

10,000枚 10,000 10,000
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実施施設 件 28 28 28

31回 30 31
総コスト（①＋②＋③）

決算
12,078 12,303

0 0
12,042

③人件費
業務量(人) 0.28 0.24 0.24

14,585 13,974 14,151

2,128 1,896 1,848
【概要】
　区内の障害者施設の通所者で身体的状況等によ
り、医療機関での健康診査が困難な者で施設でま
とまって健診を希望する者の健康診査を行う。

【実施内容】
①実施期間　通年
②実施場所　区内障害者施設及び 葛飾区保健
所・金町保健センター
③費　　用　証明手数料一人あたり300円
④検査項目　特定健康診査に準ずる内容
⑤検査結果　施設を通じて本人に個別に渡す。

2
健康推進課

900 898受診者数 人 912

施設通所者健康診査
事業（障害者）

健康部
―

実施回数

①執行額(千円)

R5

予算説明書（会計、款、項、目、説明等）

内訳 R3 R4 R5
事業内容

単位 R3 R4

担当課

一般 5 1 2
②間接額(千円) 415

事務事業名
担当部

関係課 決算状況 活動指標

個票
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％ 17.0 16.5
総コスト（①＋②＋③）

決算
32,291 31,075

0 0
28,614

③人件費
業務量(人) 0.41 0.41 0.41

31,730 35,530 34,232

3,239 3,157

15.7

R5単位 R3 R4

【概要】
　20歳代・30歳代の若年者の健康診査の対象者お
よび検査項目を見直し充実させ、疾病の早期発
見・早期治療や生活習慣病につながる生活習慣の
改善・健康意識の向上を行う。

【対象者】
　他に健診を受ける機会のない、区内在住の20歳
以上39歳以下の者又は３歳未満の子を持つ父母

【実施内容】
①実施期間…通年
②実施方法…広報紙等で受診希望者を募り、申込
みのあった方に受診票を送付する。葛飾区医師会
等へ委託し、区内指定医療機関約180カ所で行
う。
③受診料…無料
④検査結果…各医療機関が受診者に説明する。

2(1)
健康推進課

2,478 2,369受診者数 人 2,159
健康づくり健康診査

健康部
―

要医療者の割合

①執行額(千円)

3,116

予算説明書（会計、款、項、目、説明等）

内訳 R3 R4 R5
事業内容

担当課

一般 5 2 3
②間接額(千円) 0

事務事業名
担当部

関係課 決算状況 活動指標

個票
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566人 87 5,278

総コスト（①＋②＋③）

決算
4,020 34,806

241 287
57

③人件費
業務量(人) 0.34 0.16 0.16

3,056 5,525 36,325

2,584 1,264 1,232
【概要】
　骨粗しょう症は骨密度が減少することによって
骨がもろくなり、骨折しやすくなる病気である。
　女性の骨密度は、５０歳前後の女性ホルモンの
変化から減少しやすくなることから、骨粗しょう
症の早期発見・早期予防し、改善に繋げる。

【実施内容】R5
①対象者：区内在住40/45/50/55/60/65/70歳女
性、R4対象者のうち未受診者(R4年度、6ヶ月間の
実施だったことによる特例措置）
②実施期間：通年
③申込方法：電話等で受診票を取寄せ医療機関へ
予約
④実施場所：区内実施医療機関
⑤実施方法：腕、腰、大腿いずれかの骨密度を
エックス線(DEXA法)により測定。
⑥受診料：無料
（参考）【実施内容】R3まで
①対象者：区内在住の18歳以上の方
②実施期間：通年
③申込方法：電話での予約受付
④実施場所： 飾区保健所
⑤実施方法：エックス線照射により骨密度を測定
⑥受診料：有料（1,120円）
⑦受診結果：検診当日に通知

2(2)
健康推進課

20.67 15.25要精密検査率（要治療率） ％ 1.14

骨粗しょう症予防検
診

健康部
―

受診者数（骨粗しょう症予防検
診）

①執行額(千円)

R5

予算説明書（会計、款、項、目、説明等）

内訳 R3 R4 R5
事業内容

単位 R3 R4

担当課

一般 5 2 3
②間接額(千円) 415

事務事業名
担当部

関係課 決算状況 活動指標

個票
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1,263人 1,204 1,309
総コスト（①＋②＋③）

決算
29,493 30,375

122 130
27,495

③人件費
業務量(人) 0.22 0.22 0.22

29,319 31,353 32,199

1,672 1,738 1,694

【概要】
　制度上、葛飾区特定健康診査・長寿医療健康診
査を受診できない区民に対して、健康診査受診機
会を確保し、疾病の早期発見・早期治療を図る。

【対象者】
（１）40歳以上の生活保護受給者及び中国残留邦
人等支援給付者
（２）40歳以上で４月２日以降の葛飾区国民健康
保険新規加入者
（３）40歳以上で４月２日以降の被用者保険（被
扶養者に限る）又は、国保組合加入者

【実施内容】
①実施期間…6月から10月（5か月間）
②実施方法…上記（１）の該当者のうち、前年度
受診者及び40歳には受診票を個別送付する。
上記（２）及び（３）の該当者には広報紙等で受
診希望者を募り、申込みのあった方に受診票を送
付する。葛飾区医師会等へ委託し、区内指定医療
機関約160カ所で行う。
③受診料…無料
④検査結果…各医療機関が受診者に説明する。

2(3)
健康推進課

2,316 2,401受診者数 人 2,213
葛飾区基本健康診査

健康部
―

要医療者数

①執行額(千円)

R5

予算説明書（会計、款、項、目、説明等）

内訳 R3 R4 R5
事業内容

単位 R3 R4

担当課

一般 5 2 3
②間接額(千円) 152

事務事業名
担当部

関係課 決算状況 活動指標

個票
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1,662人 1,679 1,463
総コスト（①＋②＋③）

決算
4,015 3,585

10 10
4,051

③人件費
業務量(人) 0.15 0.15 0.15

5,203 5,210 4,750

1,140 1,185 1,155【概要】
　区内在住の葛飾区国民健康保険以外の医療保険
加入者の被扶養者および国保組合の加入者が特定
健診を受診する際、葛飾区独自の国保の被保険者
と同等の追加検査を受診できるように特定健康診
査追加検査を実施する。

【実施内容】
①実施期間　６月～１０月
②実施方法
　区医師会への委託契約により、区内約140か所の
医療機関で実施。受診者は、特定健康診査追加検
査実施医療機関にて、医療保険者が実施する特定
健康診査を受診する際に申込み、受診する。
③受診費用　無料
④健診結果
　医療機関から受診者に健診結果を個々に説明。
　健診結果のデータは医療機関から区に取り纏め
て報告され、健診データの整理、委託料の支払い
を行う。

2(5)
健康推進課

1 1広報かつしか掲載回数 回 1

特定健康診査追加検
査

健康部
―

受診者数

①執行額(千円)

R5

予算説明書（会計、款、項、目、説明等）

内訳 R3 R4 R5
事業内容

単位 R3 R4

担当課

一般 5 2 3
②間接額(千円) 12

事務事業名
担当部

関係課 決算状況 活動指標

個票
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個票

担当課

一般 5 2 3
②間接額(千円) 0

事務事業名
担当部

関係課 決算状況 活動指標

R5

予算説明書（会計、款、項、目、説明等）

内訳 R3 R4 R5
事業内容

単位 R3 R4

　糖尿病、脳卒中、心臓病、脂質異常症、高血
圧、肥満、がんなどの生活習慣病について、区民
向けの講座を実施する。
　２月の生活習慣病予防月間や、９月のがん征圧
及び健康増進普及月間、11月の糖尿病予防月間
等、国の健康普及啓発運動と講演会開催に協力い
ただく協働団体と調整しながら年に２回、地域の
健康課題に沿って、わかりやすく、区民が参加し
やすい健康講座を実施。令和５年度は令和６年３
月に２回実施した。

１ 対象者　　一般区民
２ 実施場所　①ウィメンズパル
　　　　　　 ②健康プラザかつしか
３ 周知方法　広報かつしか、区ホームページ、案
内チラシ

2(6)
健康推進課

57 69生活習慣病健康講座の参加者数 人 －

生活習慣病予防教室
健康部

―
生活習慣病健康講座の実施回数

①執行額(千円)

152 246 237

152 158 154

総コスト（①＋②＋③）

決算
88 83
0 0

0

③人件費
業務量(人) 0.02 0.02 0.02

2回 － 2
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個票

担当課

一般 5 2 3
②間接額(千円) 79

事務事業名
担当部

関係課 決算状況 活動指標

R5

予算説明書（会計、款、項、目、説明等）

内訳 R3 R4 R5
事業内容

単位 R3 R4

【概要】
　成人歯科健診を実施することにより、区民の口
腔の健康状態を把握し、歯周病等の歯科疾患の予
防や早期発見等に努める。加えてかかりつけ歯科
医をもち定期的に受診するなど区民の歯科保健行
動の定着を図る。
【活動内容】
 飾区歯科医師会に委託して実施
対 象 者　：実施年度中30歳,35歳,40歳,45歳,50
            歳,55歳,60歳,65歳,70歳になる区民
            (30歳,35歳はR5年度から)
実施期間　：６～９月(４か月間)
実施場所　：区内指定歯科医療機関(159か所)
受診方法等：対象者全員に受診券等を送付し、実
　　　　　　施場所で受診
健診内容　：問診、口腔内診査、健診結果の判
            定、健診結果に基づく歯科保健指導
健診費用　：無料
健診後の受診勧奨：健診結果が要精密検査だった
　　　　　　　　　区民に対し、受診勧奨と受療
　　　　　　　　　行動調査を行う。

7
健康推進課

5,619 6,325受診者数 人 5,601
成人歯科健康診査

健康部
―

①執行額(千円)

55,606 44,402 50,396

2,964 3,160 3,080

総コスト（①＋②＋③）

決算
41,151 47,181

91 135
52,563

③人件費
業務量(人) 0.39 0.40 0.40
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128人 107 136
総コスト（①＋②＋③）

決算
23,170 23,308

37 39
22,438

③人件費
業務量(人) 0.13 0.13 0.13

23,472 24,234 24,348

988 1,027 1,001
【概要】
　壮年期の45歳及び罹患率の高い60歳の区民に対
して、眼科健康診査を実施することで区民の眼の
病気の早期発見及び早期治療を図る。
【実施内容】
①対象者…45歳・60歳
②実施期間…10月から11月（２か月間）
③実施方法…対象者には９月下旬に受診票を送付
し、受診勧奨を行う。葛飾区医師会に委託し、区
内指定医療機関（約28か所）で実施する。
④検査料…無料（区民の負担額なし）
⑤検査項目…矯正視力検査・精密眼圧検査・精密
眼底検査・細隙燈顕微鏡検査を基本項目とし、医
師の判断により眼底カメラ検査を実施する。
⑥受診結果…各医療機関が受診者に説明。治療が
必要な方には、治療や二次医療機関への紹介を行
う。

8
健康推進課

2,772 2,737受診者数 人 2,669

眼科健康診査事業
健康部

―

要医療者数

①執行額(千円)

R5

予算説明書（会計、款、項、目、説明等）

内訳 R3 R4 R5
事業内容

単位 R3 R4

担当課

一般 5 2 3
②間接額(千円) 46

事務事業名
担当部

関係課 決算状況 活動指標

個票
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個票

担当課

― ― ― ―
②間接額(千円) 0

事務事業名
担当部

関係課 決算状況 活動指標

R5

予算説明書（会計、款、項、目、説明等）

内訳 R3 R4 R5
事業内容

単位 R3 R4

　健康増進法第17条第１項に基づく健康増進事業
であり、本人の健康記録、健診の結果等を記入す
るほか、健康に関する情報を掲載(Ａ６版)。
40歳以上の希望者に、健康づくり課、青戸保健セ
ンター、新小岩保健センター、金町保健セン
ター、水元保健センターの窓口および、健康食育
フェアで配布。

―
健康推進課

90 172交付件数 冊 50
健康手帳

健康部
―

①執行額(千円)

76 79 77

76 79 77

総コスト（①＋②＋③）

決算
0 0
0 0

0

③人件費
業務量(人) 0.01 0.01 0.01
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